
伊香相救社の設立

大月英雄（滋賀県県政史料室）

平成28年度「江北図書館文庫」フォーラム





江
北
図
書
館
文
庫
に
お
け
る
「
伊
香
相
救
社
文
書
」

（
六
〇
八
点
）

↓

「
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る
事
業
活
動
の
記
録
は
わ
が
国

の
社
会
福
祉
政
策
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
」

［
久
岡
二
〇
一
五
］

は
じ
め
に

伊香相救社文書（報告者撮
影）





明
治
十
四
年
二
月
、
小
山
政
徳
（
初
代
伊
香
・
西
浅
井
郡

長
）
の
主
導
で
設
立
さ
れ
た
共
済
団
体
。
郡
民
の
九
割
が

出
資
し
た
資
金
を
元
手
と
し
て
、
罹
災
救
助
や
貧
民
救
助
、

就
学
支
援
な
ど
を
実
施
。
約
一
三
〇
年
存
続
し
た
。



し
か
し
『
近
江
伊
香
郡
志
』
と
拙
稿
［
大
月
二
〇
一
四
］

の
わ
ず
か
な
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
設
立
経
緯
や
活
動

実
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

＊
今
回
の
報
告
は
、
そ
の
う
ち
設
立
経
緯
に
重
点
を
置
い
て

紹
介
。

伊
香
相
救
社
と
は

『湖国と文化』146号
（2014年）



１．備荒貯蓄の「限界」





凶
作
や
飢
饉
に
備
え
て
米
穀
や
金
銭
を
貯
蓄
す
る
こ
と
で
、

寛
政
の
改
革
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
「
封
建
的
社
会
政

策
」
の
一
つ
。
明
治
維
新
後
も
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
。

備
荒
貯
蓄
と
は

「
府
県
施
政
順
序
」

明
治
二
年
二
月
五
日

【
社
倉
】



飢
饉
な
ど
に
備
え
て
米
や
雑
穀
を
貯
え
て
お
く
倉
。
村
ご

と
に
富
裕
層
が
出
資
し
て
積
み
立
て
が
な
さ
れ
た
。

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）





維
新
直
後
の
近
江
国
で
は
、
水
害
が
頻
発
。
特
に
明
治
元

年
は
、
琵
琶
湖
周
辺
の
村
々
が
完
全
に
水
没
す
る
ほ
ど
。



大
津
県
権
判
事
桑
田
源
之
丞
（
後
の
籠
手
田
安
定
）
は
、

湖
辺
の
村
々
を
船
で
巡
回
。

水
害
の
頻
発

「
家
ハ
海
中
ノ
洲
之
如
ク
実
ニ
可
憐
」

大津県権判事桑田源之丞
（籠手田安定）

澤
井
美
里
作





明
治
三
年
八
月
、
大
参
事
桑
田
安
定
（
源
之
丞
）
の
主
導

に
よ
り
、
大
津
県
で
社
倉
積
み
立
て
の
達
が
出
さ
れ
る
。

社
倉
の
設
立

「
仁
政
ヲ
施
ス
ノ
本
ハ
、
民
ヲ
シ
テ
衣
食
ヲ

足
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
」
（
牧
民
思
想
）

大参事桑田安定

【
明
い
81

（
37

）
】

澤
井
美
里
作





相
救
社
創
設
者
の
小
山
政
徳
は
、
明
治
三
年
八
月
、
大
津
県

の
凶
年
予
備
籾
米
御
用
掛
を
拝
命
。

【
小
山
政
徳
】



天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
六
月
二
十
四
日
、
近
江
国
伊
香

郡
小
山
村
に
生
ま
れ
る
。



古
く
よ
り
地
方
豪
族
と
し
て
知
ら
れ
る
小
山
家
は
、
藤
原
鎌

足
が
遠
祖
と
伝
え
ら
れ
る
名
家
。



小
山
は
師
の
戸
田
貫
徹
や
親
戚
の
大
戸
龍
太
郎
の
影
響
を
受

け
、
「
勤
王
」
に
目
覚
め
る
。
父
の
跡
を
継
い
で
庄
屋
を
務

め
る
傍
ら
、
私
塾
を
開
設
し
て
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。



慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
閏
四
月
に
は
、
近
江
・
美
濃
の
有

志
を
集
め
て
義
勇
隊
を
結
成
。
同
年
十
月
に
桑
田
源
之
丞
よ

り
、
大
津
警
護
の
内
命
を
受
け
て
い
た
。



小
山
は
維
新
直
後
よ
り
、
桑
田
の
知
遇
を
受
け
、
桑
田
が
県

内
を
巡
視
す
る
際
に
は
、
小
山
家
に
宿
泊
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。
桑
田
と
の
縁
で
、
社
倉
に
関
わ
る
役
職
に
就
任

し
て
い
る
。

小
山
政
徳
と
社
倉





明
治
五
年
二
月
、
小
山
は
長
浜
県
の
庶
務
課
勧
業
掛
に
冨
田

忠
利
（
伊
香
郡
木
之
本
村
）
と
と
も
に
就
任
。



さ
ら
に
同
年
五
月
、
新
た
に
東
野
弥
九
郎
（
同
前
）
が
犬
上

県
（
長
浜
県
か
ら
改
称
）
の
同
掛
に
就
い
て
い
る
。



冨
田
・
東
野
は
、
い
ず
れ
も
相
救
社
設
立
に
深
く
関
与
し
た

人
物
。
こ
の
時
よ
り
小
山
と
関
わ
り
を
強
め
た
よ
う
で
あ
る
。

小
山
政
徳
の
同
僚
た
ち

冨田忠利（江北図書館蔵）





明
治
十
三
年
の
調
査
で
は
、
県
内
一
三
八
八
村
の
内
、
社
倉

な
ど
の
積
み
立
て
を
行
な
っ
て
い
る
村
は
七
〇
に
過
ぎ
な
い
。



旧
伊
香
郡
域
で
は
皆
無
。
木
之
本
村
で
は
、
維
新
直
後
に
冨

田
忠
利
が
設
立
し
て
い
た
が
、
後
に
解
散
に
至
っ
て
い
た
。

＊
富
裕
層
の
資
力
に
依
拠
し
た
村
単
位
の
積
み
立
て
の
限
界
。

社
倉
積
み
立
て
の
停
滞



【図表2】郡別社倉設立数

郡名 滋賀 栗太 野洲 甲賀 蒲生 神崎 愛知 犬上 坂田 東浅井西浅井 伊香 高島 合計

社倉数 15 15 0 2 2 0 0 3 4 2 0 1 26 70 

全村数 75 111 77 124 205 83 122 108 153 126 19 76 109 1,388 

割合 20.0% 13.5% 0.0% 1.6% 1.0% 0.0% 0.0% 2.8% 2.6% 1.6% 0.0% 1.3% 23.9% 5.0%

【図表1】社倉積立高

金（円） 米（石） 籾（石） 粟（石）

明治8 510.375 10,234.69 

明治9 510.375 5,724.10 4,500.5 10 

明治10 510.375 5,724.10 4,500.5 10 

＊「滋賀県史13」より作成

＊「滋賀県物産誌」より作成





明
治
十
年
四
月
、
権
令
（
知
事
）
に
就
任
し
た
籠
手
田
安
定

（
桑
田
源
之
丞
）
よ
り
、
備
荒
概
則
が
布
達
さ
れ
る
。

【
私
蓄
備
荒
金
】



地
租
の
減
税
分
（
地
価
の
三
・
〇↓

二
・
五
％
）
の
半
額
を

積
み
立
て
る
も
の
で
「
地
主
各
々
ノ
私
有
物
」
。



凶
年
時
の
公
租
（
税
金
）
を
補
う
家
単
位
の
積
み
立
て
。



毎
年
順
調
に
積
み
立
て
ら
れ
、
明
治
十
五
年
に
は
県
内
全
域

で
六
五
万
七
一
九
二
円
三
一
銭
に
達
し
た
。

＊
し
か
し
あ
く
ま
で
、
地
主
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

最
も
貯
蓄
が
必
要
な
小
作
農
の
役
に
は
立
た
な
か
っ
た
。

私
蓄
備
荒
金
の
整
備





明
治
十
一
年
四
月
二
十
七
日

、
籠
手
田
権
令
が
「
郡
税
」

の
設
立
を
地
方
官
会
議
（
全
国
知
事
会
）
で
主
張
。

「
郡
税
」
の
提
唱

「
社
倉
ハ
一
町
一
村
ニ
テ
ハ
出
来
難
ク
、
一
郡

協
議
シ
テ
金
穀
ヲ
積
メ
ハ
其
力
モ
盛
」

権令籠手田安定

澤
井
美
里
作



社
倉
は
、
村
単
位
で
は
設
立
・
維
持
が
困
難
な
た
め
、
郡

域
に
広
げ
る
財
源
と
し
て
「
郡
税
」
の
必
要
性
を
説
い
た
。



反
対
多
数
で
否
決
。
政
府
委
員
の
松
田
道
之
は
、
社
倉
の

設
立
は
数
か
町
村
（
町
村
連
合
）
で
協
議
す
べ
き
と
説
明
。



２．明治初期の郡制運営





明
治
十
二
年
七
月
、
県
内
で
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
る
。

＊
県
の
出
先
機
関
。
「
郡
税
」
「
郡
会
」
は
未
設
置
。

【
全
郡
連
合
町
村
会
】



京
都
府
や
千
葉
県
な
ど
で
は
、
郡
会
の
代
替
機
関
と
し
て
、

全
郡
連
合
町
村
会
や
戸
長
会
議
が
開
催
［
飯
塚
一
九
九
〇
］

［
神
山
一
九
九
七
］
。



町
村
会
や
町
村
の
代
表
が
集
ま
っ
て
、
事
実
上
の
「
郡
税
」

の
賦
課
・
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
た
。

「
郡
税
」
の
ゆ
く
え

「
区
町
村
会
法
」

明
治
十
三
年
四
月
八
日

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）





滋
賀
県
で
は
、
町
村
会
が
「
便
宜
開
設
」
と
さ
れ
た
た
め
、

明
治
十
六
年
で
も
開
設
さ
れ
た
の
は
、
全
一
六
八
五
町
村
の

う
ち
二
二
町
村
に
す
ぎ
な
い
。



連
合
町
村
会
も
、
町
村
会
の
開
設
が
義
務
付
け
ら
れ
る
明
治

十
七
年
ま
で
未
設
置
。

＊
村
組
や
伍
組
な
ど
の
伝
統
的
な
「
集
団
的
行
政
運
営
」
が
な

さ
れ
て
お
り
、
町
村
会
の
開
設
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
？

［
高
久
一
九
九
七
］

滋
賀
県
の
事
例

【
明
い
１
０
５
（
39

）
】





浅
井
郡
の
西
部
は
、
地
理
・
慣
習
の
近
い
伊
香
郡
と
合
併
。

合
同
の
郡
役
所
が
用
い
ら
れ
た
。

【
初
代
郡
長
】
小
山
政
徳

【
郡
役
所
御
用
掛
】
冨
田
忠
利
・
東
野
弥
九
郎



郡
域
だ
け
で
は
広
す
ぎ
て
不
便
で
あ
る
と
し
て
、
両
郡
に
一

～
十
五
番
の
組
合
村
を
設
置
。

＊
明
治
五
年
以
来
の
区
制
を
引
き
継
ぐ
も
の
。
郡
単
位
の
代
議

機
関
は
な
い
が
、
恒
常
的
な
村
々
の
連
合
体
は
存
在
し
て
い

た
。 伊

香
・
西
浅
井
郡
の
郡
制
運
営



３．相救社の設立





小
山
政
徳
は
、
郡
長
就
任
直
後
よ
り
、
御
用
掛
の
冨
田
忠

利
・
東
野
弥
九
郎
と
新
た
な
備
荒
貯
蓄
の
設
立
を
相
談
。



冨
田
ら
は
各
村
を
勧
誘
し
て
約
一
万
六
五
〇
〇
円
を
集
め
、

明
治
十
三
年
十
二
月
二
十
日
、
総
代
三
七
名
が
相
救
社
設
立

「
御
願
書
」
を
県
令
に
提
出
。

設
立
「
御
願
書
」
の
提
出





小
山
は
維
新
直
後
よ
り
、
県
内
の
備
荒
貯
蓄
整
備
に
尽
力
し

た
籠
手
田
安
定
の
知
遇
を
受
け
て
い
た
人
物
。
社
倉
に
関
わ

る
役
職
も
務
め
た
。



設
立
に
深
く
関
与
し
た
冨
田
・
東
野
は
、
長
浜
・
犬
上
県
時

代
の
同
僚
で
あ
る
。

＊
県
内
に
は
、
私
蓄
備
荒
金
の
よ
う
な
「
地
租
上
納
ノ
手
段
」

は
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、
「
貧
民
救
助
」
「
火
災
・
水
難
救

与
」
の
方
法
は
な
い
と
し
て
、
郡
単
位
の
新
た
な
備
荒
貯
蓄

を
構
想
。
籠
手
田
の
「
郡
税
」
構
想
を
継
承
し
た
も
の
。

設
立
動
機

「小山政徳」（「伊香郡誌編纂資料」62）



結
社
の
目
的

①
郡
内
の
窮
民
に
金
銭
を
支
給

資
本
金
が
五
万
円
に
達
す
る
ま
で
延
期
。
明
治
四
十
三
年
か

ら
開
始
。

②
水
害
・
火
災
に
遭
っ
た
社
員
に
金
銭
を
支
給

明
治
二
十
八
・
二
十
九
年
大
水
害
な
ど
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。

③
金
銭
の
貸
与

松
方
デ
フ
レ
期
（
明
治
十
七
年
頃
）
に
資
金
回
収
が
困
難
と

な
り
中
止
。

＊
二
十
世
紀
に
な
る
と
、
伊
香
郡
病
院
へ
の
出
資
や
社
会
事
業

へ
の
補
助
、
奨
学
金
の
創
設
な
ど
に
活
動
を
広
げ
る
。



年代 金額（円）
救助人数

備考（括弧内は相救社救助人数）
火災 水害 風害 震災 計

明治14 25.250 3

明治15 22.500 3

明治16 1,596.000 55今市火災

明治17 797.500 45柳ヶ瀬火災

明治18 986.250 53菅浦火災

明治19 383.000 16

明治20 155.250 12

明治21 1,336.000 46柳ヶ瀬火災

明治22 134.500 6

明治23 264.000 13

明治24 1,377.000 87 1 5 93大浦火災（82人）、濃尾地震（5人）

明治25 87.500 8 2 10

明治26 92.500 9 9

明治27 593.750 31 31田戸火災（14人）

明治28 1,246.250 13 76 897月水害（76人）

明治29 2,606.255 7 644 6519月水害（638人）

明治30 158.000 9 1 10水害1人は前年水害時の受給

明治31 79.250 9 9

明治32 1,050.750 27 27中河内火災（19人）

明治33 135.000 6 6

明治34 461.000 19 19相救社社団法人となる

明治35 151.000 6 6

明治36 1,548.500 64 7 71池原火災（44人）

明治37 55.000 2 2

明治38 72.500 2 2

明治39 0.000 0 0

明治40 413.000 11 11

明治41 201.500 21 21片山火災（19人）

明治42 25.000 4 4相救社資本金5万円達成、姉川地震

明治43 113.000 9 9

明治44 76.000 6 5 11

合計 16,243.005 1343

罹
災
救
助
金
支
出
表

＊
『伊
香
相
救
社
沿
革
誌
』
、
「明
治
廿
五
年
一
月
起
議
事
録
」、
「水
火
罹
災

者
救
助
金
支
払
帳
」
、
「
罹
災
救
助
ニ
係
ル
編
冊
」
よ
り
作
成



特
徴

①
郡
全
域
を
網
羅
：
郡
民
の
九
割
が
二
五
銭
～
三
〇
円
を
出
資
。

強
制
力
の
強
い
事
実
上
の
「
郡
税
」
。

②
村
連
合
で
運
営
：

【
伊
香
郡
】
甲
組
（
一
九
か
村
）

乙
組
（
二
三
か
村
）

丙
組
（
一
四
か
村
）

丁
組
（
二
〇
か
村
）

【
西
浅
井
郡
】
戊
組
（
九
か
村
）

己
組
（
一
〇
か
村
）

ご
と
に
、
役
員
の
選
出
や
受
給
審
査
を
担
う
。

③
戸
長
（
村
長
）
の
関
与
：
受
給
者
の
審
査
に
立
会
う
な
ど
運

営
に
深
く
関
わ
る
。



「
郡
会
」
「
郡
税
」
を
も
た
な
い
明
治
初
期
の
「
郡
制
」
の

性
格
上
、
民
間
団
体
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
創
設
者
や

運
営
方
法
を
鑑
み
れ
ば
、
実
態
的
に
は
郡
立
機
関
。

＊
町
村
会
を
「
不
要
」
と
す
る
滋
賀
県
で
は
、
京
都
府
の
よ
う

な
全
郡
連
合
町
村
会
（
町
村
会
の
連
合
体
）
の
形
式
を
と
ら

ず
に
、
独
自
の
郡
政
運
営
が
な
さ
れ
た
の
で
は
？





明
治
十
年
代
は
、
多
種
多
様
な
結
社
が
設
立
さ
れ
た

「
結
社
の
時
代
」
。
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
る
政
治
結

社
に
加
え
、
民
衆
の
生
活
を
支
え
る
共
済
結
社
も
数
多

く
設
立
さ
れ
た
。



特
に
鳥
取
県
河
村
郡
の
奨
恵
社
（
明
治
十
五
年
設
立
）

や
、
長
野
県
北
安
曇
郡
の
北
安
曇
慈
善
会
（
明
治
十
八

年
設
立
）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
郡
単
位
の
広
域
共
済
結

社
。



こ
れ
ら
の
郡
域
結
社
が
設
立
さ
れ
る
背
景
に
は
、
明
治

十
年
代
の
「
郡
制
」
が
「
郡
会
」
「
郡
税
」
を
も
た
ず
、

郡
単
位
の
町
村
連
合
が
代
替
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



伊
香
相
救
社
の
実
践
も
、
こ
の
よ
う
な
郡
民
の
生
活
を

支
え
る
非
制
度
的
な
（
自
治
的
）
郡
制
運
営
の
試
み
の

一
つ
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に


